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事業所名 児童発達支援　フラワーきっず　のびるこ 支援プログラム 作成日 2024年 9月 2日

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間 時 0分から 17 0分まで 送迎実施の有無 あり

支　援　内　容

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

家族支援 移行支援

地域支援・地域連携 職員の質の向上

主な行事等

・子どもたちが、楽しくのびのびと過ごせる施設運営をいたします。利用者さま個々の特性に応じた、創作活動や生活体験等を行い、情緒を育むとともに社会性を身につけられる療育を
行います。集団療育を軸としながら、個々の発達段階に合わせた個別の療育をしていきます。
・お子さまの育児に関する悩みは、成長とともに変化します。各ご家庭の持つ不安や悩み等をお聞きし、適切な支援を行います。

・子どもたちが、自然体で療育を受ける中で、自分自身でできることを少しずつ増やし、仲間とともに集団生活を送ることができる社会性を身につけます。
・子どもたちが、療育で学んだことを家庭でも活かし、生活リズムを整えられるようにします。
・子どもたちが、自分自身の能力や強みに気づき、その強みを伸ばし新たな可能性を発見できるようにしていきます。
・子どもたちが、様々なことに挑戦する姿勢を持ち、その挑戦を達成した喜びを感じられるようにします。
・ご家族が、スタッフを信頼し、日々の困りごとなどを気軽に相談できるようにします。

10 ※送迎可能エリア要相談（車で片道15分程度）

本
人
支
援

【健康状態の把握、基本的生活スキルの習得を支援】
・ご家族や園の先生と情報共有し、お子さまの健康観察を行います。
・日々の生活の流れの中で、手洗い・排泄・衣服の着脱・片付けなど、基本的な生活スキルの習得を支援します。

【さまざまな身体の感覚や感触を刺激し、運動機能、バランス感覚、力の強弱、距離感などの発達を促す】
・感覚統合を促す遊びや活動を取り入れ、それぞれの特性に合ったアプローチをしていきます。
・トランポリン・バランスボール・サーキットトレーニングなどで、バランス感覚や運動機能、筋肉の発達を促します。
・体幹を鍛え、姿勢の保持や心の安定につなげていきます。
・製作活動や運筆などを行い、個々の発達状態を見ながら課題を提供することで、手先の巧緻性や集中力の向上を図ります。

【空間や物の概念形成を促し、適切な距離や行動の習得を支援】
・積み木・パズル・ブロックなどの課題を、個々の発達状態を考慮しながら提供します。
・色や形、数や大きさ、長短、空間の概念の形成を通して、認知機能を発達させます。
・活動の流れを、視覚的に示すことや、タイムタイマーを使用し時間の概念を認知できるようにすることで、主体的に行動できるようにしていきます。

言語
コミュニケーション

【要求・模倣・注目・追視など、円滑なコミュニケーションスキルの獲得を促す】
・絵カードや写真、ジェスチャーなど、言葉以外で意思表示する方法も取り入れ、「自分の思いが伝わった」という経験を積み重ね、お子さまの、コミュニケーションをとりたいという
意欲を育みます。
・発語の機会を盛り込んだ、活動や課題を意識的に行います。

人間関係
社会性

【順番や役割、ルール、感情のコントロールなど社会生活に適応するために必要なスキルの獲得を支援】
・活動や遊びを通して他者と関わる機会をつくり、適切な関わり方を具体的に示すことで、日常生活にも活かせるようにしていきます。
・活動内容や順番などを視覚的に示すことで、お子さまが見通しを持って、ルールを守ることができるようにしていきます。

・日頃からご家庭でのお子さまの様子などを伺うとともに、施設での様子や活
動の成果を共有することで、安心して利用していただけるようにします。
・気軽に相談できるよう、希望があれば随時ご家族と面談を行います。

・放課後等デイサービスへの移行等、相談支援します。
・園や他事業所と連携し、円滑な療育を進められるようにします。

・港区障害者自立支援事業者連絡会に加入。事業者間の交流や情報共有を行う
とともに、必要に応じて研修に参加。
・地域のイベント等への参加。

・株式会社LITALICO発達ナビ研修の受講
・外部スキルアップ研修への参加推奨
・外部講師による、施設内研修・講習
・児童発達支援管理責任者研修受講推進

・季節感を意識した活動を取り入れています。
・誕生会
・避難訓練（月１回）
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